
　
出
展
し
た
工
業
部
会
企
業

は
、
ブ
ル
ー
・
ス
タ
ー
Ｒ
＆

Ｄ
、
相
模
螺
子
、
大
島
機
工
、

東
邦
電
子
、
星
工
業
、
東
鈴

紙
器
、
コ
バ
ヤ
シ
精
密
工
業

な
ど
多
数
だ
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
、
東
鈴
紙
器
は
、

得
意
と
す
る
段
ボ
ー
ル
加
工

技
術
を
使
っ
て
開
発
し
た
幼

児
用
家
具
を
展
示
し
た
。
段

ボ
ー
ル
製
の
ゆ
り
か
ご
、
０

～
２
歳
ま
で
の
ベ
ビ
ー
チ
ェ

ア
・
デ
ス
ク
、
３
～
６
歳
ま

で
の
ジ
ュ
ニ
ア
デ
ス
ク
・
チ

ェ
ア
、
幼
児
が
自
ら
玩
具
な

ど
を
片
づ
け
る
収
納
ボ
ッ
ク

ス
な
ど
の
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
紹
介
。
段
ボ
ー
ル
家
具

は
、
安
全
な
の
に
加
え
、
子

ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
手

軽
に
購
入
で
き
る
。
不
要
に

な
れ
ば
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に

も
回
せ
る
。

　
ま
た
、
同
製
品
は
開
発
に

女
性
が
関
わ
り
、
〝
マ
マ
目

線
〟
で
生
ま
れ
た
と
し
て
、

県
か
ら
「
神
奈
川
な
で
し
こ

ブ
ラ
ン
ド
」
に
も
認
定
さ
れ

て
い
る
。
会
場
で
担
当
者
は

「
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
の
商
品
で
す
が
、

多
く
の
人
に
商
品
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
熱
心
に
説

明
し
て
い
た
。

　
大
島
機
工
も
初
め
て
開
発

し
た
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製

品

「
ず
れ
な
い
く
ん
」
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。
同
商
品
は
、
角
印
・

ゴ
ム
印
を
き
れ
い
に
押
せ
る

お
助
け
グ
ッ
ズ
で
、
２
年
前

に
発
売
し
た
。

　
契
約
書
や
小
切
手
、
領
収

書
と
い
っ
た
大
切
な
書
類
に

押
す
角
印
を
、
曲
が
ら
ず
に

ま
っ
す
ぐ
に
押
せ
る
「
位
置

決
め
垂
直
器
」と
し
て
い
る
。

　
同
社
の
山
口
伸
治
社
長
は

「
す
で
に
累
計
５
０
０
０
個

販
売
し
た
」
と
も
明
か
し
た
。

ブ
ー
ス
で
は
、
Ｔ
字
型
の
形

を
し
た
同
商
品
が
多
数
並
べ

ら
れ
て
、
来
場
者
た
ち
の
興

味
を
引
い
て
い
た
。
　

　
一
方
、
ブ
ル
ー
・
ス
タ
ー

Ｒ
＆
Ｄ
は
、
昨
年
に
「
か
な

が
わ
産
業
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
大
賞
」

を
受
賞
し
た
超
音
波
に
よ
る

バ
リ
取
り
装
置
を
公
開
。
ブ

ー
ス
内
で
実
機
も
置
い
て
、

来
場
者
に
実
演
し
た
。
柴
野

佳
英
会
長
は
「
ブ
ー
ス
の
場

所
も
入
口
に
近
い
の
で
、
多

く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
引
き
合
い
が

あ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

星
工
業
は
、
工
場
の
自
動
化
・

省
力
化
に
つ
な
が
る
技
術
を

展
示
。
「
初
日
だ
け
で
２
件

の
引
き
合
い
を
も
ら
っ
た
」

と
田
中
裕
二
専
務
は
手
ご
た

え
を
感
じ
た
。

　
「
平
成
27
年
度
ト
ラ
イ
ア

ル
発
注
認
定
制
度
」
の
認
定

製
品
を
紹
介
し
た
相
模
原
市

ブ
ー
ス
で
は
、
さ
が
み
は
ら

ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会

で
開
発
し
た
製
品
Ｐ
Ｒ
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
搭
載
し
た
ペ
ッ

パ
ー
も
登
場
し
た
。

　
な
お
、
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ

ウ
は
、
神
奈
川
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｉ
Ｐ
）
と
横
浜

市
工
業
会
連
合
会
、
県
、
横

浜
市
の
主
催
。
「
未
来
を
ひ

ら
く
新
技
術
」
を
テ
ー
マ
に

毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の

で
、
開
催
中
は
累
計
で
約
３

万
人
が
足
を
運
ん
だ
。
会
場

は
、
加
工
技
術
や
生
産
（
装

置
）
の
モ
ノ
づ
く
り
系
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ
系
、
産
学
公
・

企
業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

５
分
野
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ

た
。

　
工
業
部
会
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
那
須
隆
仁

委
員
長
）
は
２
月
８
日
、
相

模
原
市
民
会
館
で
「
会
員
交

流
大
会
を
開
催
し
た
。

　
今
回
で
５
回
目
。
市
内
工

業
系
企
業
経
営
者
ら
31
人
が

参
加
。
情
報
交
換
な
ど
を
行

っ
た
。

　
こ
の
交
流
大
会
は
、
事
業

者
間
の
人
脈
づ
く
り
を
目
的

に
開
催
し
て
い
る
。
仕
事
だ

け
で
な
く
趣
味
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
交
流
。

　
会
場
内
に
は
掲
示
板
が
設

置
さ
れ
、
い
つ
で
も
自
由
に

情
報
発
信
で
き
る
の
が
こ
の

交
流
会
の
特
徴
。
掲
示
板
に

は
当
日
限
定
の
情
報
や
、
製

品
開
発
の
相
談
な
ど
も
掲
示

さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
受
発

注
へ
の
展
開
も
期
待
さ

れ

る
。

　
一
方
、
当
日
は
「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
の
た
め
の
健
康

改

善
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ニ

セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
。
初
心
者

で
も
楽
し
め
る
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
要
素
が
盛
り
込
ま
れ

た

「
フ
ラ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
を

体
験
し
た
。

　
さ
が
み
は
ら
ロ
ボ
ッ
ト
ビ

ジ
ネ
ス
研
究
会
（
渡
辺
将
文

会
長
）は
２
月
５
日
、
「
『
も

の
づ
く
り
×
Ｉ
ｏ
Ｔ
』
で
ビ

ジ
ネ
ス
が
変
わ
る
！
」
と
題

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し

た
。
市
内
企
業
経
営
者
ら
53

人
が
参
加
。
ロ
ン
ド
・
ア
プ

リ
ウ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
中
崎

勝
氏
が
講
師
と
な
り
、
中
小

製
造
業
に
お
け
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
活

用
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　
中
崎
氏
は
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
は
旬

の
ワ
ー
ド
で
は
あ
る
も

の

の
、
正
し
い
認
識
が
さ
れ
て

い
な
い
」
と
述
べ
、
「
も
の

づ
く
り
業
者
」「
設
備
業
者
」

「
サ
ー
ビ
ス
供
給
業
者
」
そ

れ
ぞ
れ
の
活
用
の
違
い
に
触

れ
、
具
体
的
な
利
用
シ
ー
ン

や
効
果
に
つ
い
て
解
説

し

た
。

　
ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
普
及
に

よ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
エ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
の
可
能
性
に
も
言
及
。

「
ソ
フ
ト
の
技
術
は
海
外
か

ら
取
り
込
み
、
自
動
機
や
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
日
本
企
業
が
強

い
ハ
ー
ド
の
分
野
に
応
用
し

て
い
く
事
が
理
想
」
と
し
た
。
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人気を集めたペッパー

活発な情報交換が行われた交流会

工
業
部
会
の
所
属
企
業

県
内
最
大
展
示
会
で
脚
光

県
内
最
大
展
示
会
で
脚
光

県
内
最
大
展
示
会
で
脚
光

県
内
最
大
展
示
会
で
脚
光

県
内
最
大
展
示
会
で
脚
光

県
内
最
大
展
示
会
で
脚
光

県
内
最
大
展
示
会
で
脚
光

県
内
最
大
展
示
会
で
脚
光

県
内
最
大
展
示
会
で
脚
光

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ
２
０
１
６

過去最多の出展数となった会場内

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
員
交
流
大
会
を
開
催

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
テ
ー
マ
に
勉
強
会

利
用
効
果
な
ど
知
る

ロ
ボ
ビ
ジ
ネ
ス

協

　
議
　

会

　県内最大級の工業技術総合見

本市「テクニカルショウヨコハ

マ2016」が２月３～５日までの

３日間、パシフィコ横浜（横浜

市西区）で開かれた。37回目と

なる今回は、県内中小企業を中

心に過去最多となる595社・団

体が出展。それぞれの独創技術

をアピール。工業部会の所属企

業も参加。「メイド・イン・さ

がみはら」の製品群は、来場者

からの注目を集めていた。

　　　　（かながわ経済新聞）


